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 №15099 （2026.8.6） 

 

サントリー文化財団 ２０２６年度 

研究助成「学問の未来を拓
ひら

く」決定 

 

公益財団法人サントリー文化財団（理事長 鳥井信吾）は、２０２６年度研究助成

「学問の未来を拓く」として、応募総数７２５件のうち、２８件を助成対象に決定

しました。助成総額は３,０００万円です。 

 

本助成は、人文学、社会科学の分野において、従来の「研究」や「学問」を問い

直す知的冒険に満ちたグループ研究に対して助成を行うものです。さらに、異分野

の研究者・専門家間の交流および情報共有を促進することを目的として、助成対象者

による中間報告会を開催いたします。報告会では、各研究グループが研究の進捗

状況や研究内容の魅力について発表を行います。 

 

昨今、研究の世界では短期的な成果が求められる傾向があり、多分野を横断する

研究や普遍的なテーマへの取り組み、新しい課題や手法へのチャレンジなど、冒険的

な研究を行うことが困難になっているといわれています。このような時代だから

こそ、当財団ではこれからも大きな志をもった研究活動を応援していきます。 

 

＊選考委員 

荒木 浩氏  （国際日本文化研究センター名誉教授） 

遠藤 乾氏  （東京大学教授） 

隠岐 さや香氏（東京大学教授） 

金水 敏氏  （放送大学大阪学習センター所長、特任教授） 

酒井 隆史氏 （立命館大学教授） 

山室 信一氏 （京都大学名誉教授） 
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＊サントリー文化財団研究助成（公募）について 

当財団は、１９７９年の設立以来、人文学、社会科学の分野において、広く社会

と文化を考えるための国際的、学際的な研究活動に対し助成を行ってきました。 

現在は、グループ研究助成「学問の未来を拓く」、個人研究助成「若手研究者の

ためのチャレンジ研究助成」の２つのプログラムを設けています。研究の成果は

論文発表・図書出版などで広く内外に発表されています。 

 

＊この件に関するお問い合わせ先 

公益財団法人サントリー文化財団 

研究助成「学問の未来を拓く」係 

ＴＥＬ 06－6342－6221  ＦＡＸ 06－6342－6220 

ホームページ https://www.suntory.co.jp/sfnd/ 
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２０２６年度研究助成「学問の未来を拓く」 助成先一覧 

Ｎｏ 研究テーマ 代表者 

１ 

日米福音派の「断絶」と「共鳴」の現在地：

伝道集会をフィールドとした動的なアイデン

ティティ論の構築 

金城学院大学文学部 准教授 

相川
あいかわ

 裕亮
ゆうすけ

 

２ 
包括的性教育は若者の将来設計をどう変えるか 

― 親密性・家族形成・意識形成の国際共同研究 

慶應義塾大学経済学部 教授 

赤 林
あかばやし

 英夫
ひ で お

 

３ 

植民地・占領地における紙芝居の比較研究と

教育資源化：紙芝居は何を語り、今そこから

何を学びうるのか 

神奈川大学国際日本学部 准教授 

新垣
あらかき

 夢乃
ゆ め の

 

４ 
人口減少時代の国土再設計 ―― 港湾を結節点

とする地方創生と国際インフラ戦略の研究 

新潟大学人文社会科学系 教授 

稲吉
いなよし

 晃
あきら

 

５ 
ギャル文化に内在するウェルビーイング形成

メカニズムの解明 

コー・イノベーション大学共創学部 教授 

今永
いまなが

 典秀
のりひで

 

６ 

「静かな黒子」としての和平調停：世界の知恵

と日本の経験を融合し「仲介戦略」を体系化

する試み 

早稲田大学国際学術院 教授 

上杉
うえすぎ

 勇司
ゆ う じ

 

７ 出版フィールドワークプロジェクト 
日本出版学会 事務局次長 

榎本
えのもと

 周 平
しゅうへい

 

８ 
ＡＩと情報覇権 ― 東南アジアにおける中国系

派生型ＬＬＭの言説的影響の解明 

早稲田大学政治経済学部 教授 

粕谷
か す や

 祐子
ゆ う こ

 

９ 
来歴未詳の日本地図 ―― その成立と伝来を

めぐって 

フィレンツェ大学教育・言語・異文化・文学・

心理学部（ＦＯＲＬＩＬＰＳＩ） 准教授 

クチネッリ・ディエゴ 

１０ 

「聴かれる曲」と「歌われる曲」の分化：音楽・

言語リズム分析で探るＳＮＳ時代のポピュラー

音楽体験の変容 

北海道大学大学院メディア・コミュニケー

ション研究院 准教授 

小西
こ に し

 隆之
たかゆき

 

１１ 

近世日本儒学の知的ネットワーク形成に関する

研究 ― 儒学者・医家・芸術家の交流関係の

可視化を通して ― 

大阪大学大学院人文学研究科 助教 

重信
しげのぶ

 あゆみ 
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１２ 

性的少数者に関する文献・映像アーカイブの

確立と実証的研究：１９９０年代のゲイ・ムーブ

メントを中心に 

学習院大学法学部 教授 

周 東
しゅうとう

 美材
よ し き

 

１３ 
日本における精子・卵子ドナーの経験に関する

調査研究：倫理的配偶子提供の検討のために 

静岡大学人文社会科学部 教授 

白井
し ら い

 千晶
ち あ き

 

１４ 

芸能史叙述における「性」と「差別」 ― 小沢

昭 一 の 芸 能 者 た ち と の 対 話 技 法 に 基 づく 

「新小沢学」の構築 ― 

大阪大学大学院人文学研究科 准教授 

鈴木
す ず き

 聖子
せ い こ

 

１５ 

手話の言語継承の回路を設計する ― 手話絵本

読み聞かせを通じた継承主体と権利の再構成 

― 

国立障害者リハビリテーションセンター

研究所感覚機能系障害研究部  

任期付研究員 

高嶋
たかしま

 由布子
ゆ ふ こ

 

１６ 
ファッション雑誌の編集構造と視覚表現を対象

とした構造化データアーカイブ方法の研究 

名古屋大学大学院経済学研究科 准教授 

高橋
たかはし

 聡
さとし

 

１７ 
正教会のグローバルな展開：越境する正教世界

の比較研究とポスト・リベラルな公共性の探求 

九州大学大学院人間環境学研究院 准教授 

高橋
たかはし

 沙奈美
さ な み

 

１８ 

海部の浦々が育んだ出稼ぎトンネル坑夫集団

「豊後土工」と近代化：芋食う坑夫と女たちの

ライフヒストリー 

金沢大学人間社会研究域 准教授 

谷川
たにがわ

 竜 一
りゅういち

 

１９ 
制度の外側から秩序を再構築する ―― 霊性・

宗教・アジア主義の交差点を掘り起こす 

神戸女子大学文学部 准教授 

莊
つぁん

 千 慧
ちぇんふぇい

 

２０ 

グローバルサウスの「廃棄」から「廃棄の価値学」

を構築する ― フィリピン・ココナッツ産業の

フィールドから 

九州大学大学院芸術工学研究院 准教授 

徳久
とくひさ

 悟
さとる

 

２１ 
日韓併合期における大衆文化としての朝鮮歌謡

の形成と内地の需要について 

武雄アジア大学東アジア地域共創学部  

教授 

長澤
ながさわ

 雅春
まさはる

 

２２ 
「社会実装」概念の多義性とパラドクス：制度的

カニバリズムと境界対象の動態解明 

島根大学地域未来協創本部 准教授 

服部
はっとり

 大輔
だいすけ

 

２３ 
多言語空間インドにおける日本文化・文学受容

の再検討 ― 地域横断的な視点から 

ＺＥＮ大学知能情報社会学部 講師 

プラダン・ゴウランガ・チャラン 
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２４ 
「植民地責任」から拓く未来 ―― 支配の 

５００年と民衆の生存の論理 

大阪大学大学院人文学研究科 教授 

前川
まえかわ

 一郎
いちろう

 

２５ 

ろう研究者の困りごとを起点としたネットワーク

形成とワークショップ実施のプロセスに関する

質的研究 

東京大学大学院工学系研究科  

博士後期課程 

牧野
ま き の

 麻奈絵
ま な え

 

２６ 

ネオリベラル・フェミニズム（ポストフェミ

ニズム）時代におけるメディア利用と社会参画

の課題 

静岡大学学術院情報学領域 准教授 

丸山
まるやま

 友美
と も み

 

２７ 黒焼をめぐる伝統知の復元と知の境界の再検討 
岐阜大学社会システム経営学環 准教授 

森部
も り べ

 絢嗣
じゅんじ

 

２８ 
凍結胚をめぐる「関係」の法理 ―― 人／ 

物二分法を超える法的枠組みの構想 

立命館大学法学部 教授 

山田
や ま だ

 希
のぞみ

 

（敬称略、肩書きは申請当時、氏名５０音順） 

 

 

以  上 


